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　建設山口青年部
（山口県建設労働組合）

〒753-0815　山口市維新公園2-1-10
電話　083−925−2277

　

議
題
は
「
次
世
代
対
策

に
つ
い
て
」
で
し
た
。
全

国
的
に
み
る
と
青
年
部
卒

業
後
に
は
基
本
組
合
の
席

が
な
く
、
あ
る
程
度
の
年

齢
に
達
す
る
ま
で
は
空
白

期
間
が
で
き
、
組
合
活
動

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う

傾
向
が
あ
る
の
で
す
が
、

山
口
県
に
限
っ
て
は
多
く

の
支
部
で
卒
業
後
す
ぐ
に

役
員
に
な
ら
れ
て
い
る
方

が
多
く
、
青
年
部
に
も
協

力
的
で
や
り
や
す
い
環
境

に
あ
る
の
で
、
今
後
も
継

続
し
て
た
く
さ
ん
の
意
見

交
換
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

２
時
間
の
会
議
で
し
た

が
、
青
年
部
の
意
見
だ
け

で
な
く
基

本
組
合
の

方
々
の
様

々
な
意
見

も
多
く
聞

け
、
実
り

の
あ
る
充

実
し
た
会

議
で
し
た
。

田中前部長から景品を贈呈される岡本さん（左）

基本組合・青年部から21人が参加

　

建
設
山
口
青
年
部
で
は
、
若
い
組
合
員
の
皆
さ
ん
に

活
動
を
理
解
し
て
頂
く
た
め
、
広
報
紙
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
平
成
31
年
１
月
〜
令
和
元
年
12
月
ま

で
の
一
年
間
の
行
事
を
、
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
読
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
、
一
度
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
多
く
の
仲
間
が
待
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お

入
り
の
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次世代対策
交流会
1／19

県内
交流集会
1／20

青年部長
あいさつ

入
職
し
や
す
い
環
境
を

若
い
力
が
必
要

　

４
月
の
青
年
部
定
期

大
会
で
田
中
青
年
部
長

の
あ
と
を
受
け
、
青
年

部
長
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
今
か
ら
14
年
前
、

支
部
の
青
年
部
長
を

や
っ
て
み
な
い
か
と
言

わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
し
た
。

　

組
合
っ
て
何
。
青
年

部
っ
て
何
。
そ
の
時
は

入
っ
て
ま
だ
す
ぐ
だ
っ

た
の
で
右
も
左
も
分
か

ら
な
い
状
態
で
不
安
で

し
た
が
、
当
時
の
幹
事

の
人
た
ち
は
何
も
分
か

ら
な
い
自
分
に
色
々
と

教
え
て
く
だ
さ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
に
こ
の
人

達
と
一
緒
に
い
る
の
は

楽
し
い
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
だ
け
で
は

な
く
全
国
に
も
す
ば
ら

し
い
仲
間
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
若
い
人
、
中

で
も
建
設
業
で
働
く
私

達
の
置
か
れ
て
い
る
現

状
は
大
変
厳
し
い
も
の

で
す
。

　

今
、
若
者
が
入
職
し

や
す
い
環
境
を
作
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
建
設
業

が
成
り
立
っ
て
い
か
な

く
な
る
懸
念
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
厳
し
い

状
況
の
な
か
地
域
の
建

設
業
の
こ
れ
か
ら
を
に

な
う
青
年
部
と
し
て
若

い
力
が
必
要
で
す
。

　

青
年
部
活
動
に
興
味

の
あ
る
方
は
遠
慮
な
く
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

青年部長

折口大介

令
和
元
年
度

青
年
部
幹
事
会

青
年
部
長

　

折
口　

大
介
（
阿
東
）

副
部
長

　

北
乘　
　

誠
（
吉
南
）

　

生
田　

真
規
（
熊
毛
南
）

会　
　

計

　

竹
田　

義
男
（
豊
浦
）

幹　
　

事

　

山
内　
　

亮
（
岩
国
）

　

西
嶋　

真
人
（
宇
部
）

　

村
田　

克
哉
（
小
野
田
）

　

西
林　

祐
哉
（
下
松
）

　

山
名
進
太
郎
（
下
関
）

　

吉
村　

龍
彦
（
長
門
）

　

牧
戸　

義
勝
（
萩
）

　

河
内　

信
宏
（
光
）

　

藤
林　

賢
悟
（
防
府
）

　

町
田　

裕
介
（
美
祢
）

　

村
上　

康
伸
（
山
口
）

　

組
合
に
お
け
る
青
年

層
の
役
割
は
大
き
く
、

い
ず
れ
は
今
の
青
年
層

が
組
合
の
担
い
手
に
な

る
時
が
来
る
。

　

青
年
部
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
は
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
は
知
ら
な

い
青
年
層
の
組
合
員
は

大
勢
い
る
。

　

こ
の
「
ぶ
ち
ア
ク

テ
ィ
ブ
！
」
を
読
ん
で

も
ら
え
ば
、
青
年
部
活

動
を
知
っ
て
も
ら
え
、

参
加
者
が
楽
し
め
る
交

流
会
も
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
も
ら
え
る
と
思

う
。

　

こ
の
活
動
紙
を
見
て

興
味
を
持
っ
た
青
年
層

の
み
な
さ
ん
、
一
緒
に

青
年
部
活
動
に
参
加
し

て
み
よ
う
。

全国の仲間と
貴重な時間を

回を重ねるたびに
内容が充実して

　
【
防
府
・
藤
林
賢
悟
（
土

木
・
35
）】
１
月
19
日
15

時
よ
り
建
設
山
口
本
部
会

館
に
て
、基
本
組
合
７
人
、

青
年
部
14
人
、
計
21
人
の

参
加
で
次
世
代
対
策
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
も

前
回
よ
り
参
加
率
が
良
く

な
り
、
回
を
重
ね
る
毎
に

充
実
し
た
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
【
長
門
・
岡
本
純
司
（
土

木
・
41
）】
１
月
20
日
に

県
内
交
流
集
会
が
山
口
市

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
森
」
を

会
場
に
13
支
部
28
人
の
参

加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
青
年
部
有
志
が

集
ま
っ
た
新
年
会
で
は
、

県
内
の
建
設
山
口
青
年
部

の
皆
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

顔
見
知
り
の
人
か
ら
初

対
面
の
人
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
人
や
職
種
の
人
と
話

が
で
き
、
と
て
も
盛
り
上

が
っ
て
食
事
を
し
な
が

ら
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で

は
、
長
門
支
部
が
豪
華
景

品
（
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ

保
険
の
面
で
も
大
き
く

な
っ
て
い
っ
た
ら
、
よ
り

よ
い
力
強
い
青
年
部
に
な
る

ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
協
力
し
合
っ

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

バ
ー
）
を
も
ら
う
な
ど
、

み
ん
な
一
生
懸
命
、
楽
し

く
他
の
支
部
と
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
が
様
々
な
力

と
な
り
仕
事
の
面
で
も
、

　
【
吉
南
・
北
乘
誠（
木
工
・

34
）】
２
月
17
～
18
日
、

静
岡
県
熱
海
市
「
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ア
カ
オ
」
に
て
第

58
回
全
国
青
協
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
46

県
連
・
組
合
か
ら
１
４
８

人
の
参
加
が
あ
り
、
建
設

山
口
か
ら
は
４
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
の
あ
と
、
古

屋
全
国
青
協
議
長
が
挨
拶

を
さ
れ
ま
し
た
。
全
建
総

連
勝
野
書
記
長
か
ら
中
央

情
勢
報
告
、
森
組
織
部
長

46県連・組合148人が参加

か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
委
員
か
ら

報
告
等
が
あ
り
、
全
体
会

議
は
終
り
ま
し
た
。

　

分
科
分
散
会
は
５
つ
の

テ
ー
マ
、
９
つ
の
班
に
分

か
れ
て
行
わ
れ
、私
は「
賃

金
・
労
働
条
件
」
の
座
長

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
様
々
な
意
見
が
出
ま

し
た
が
、
皆
、
厳
し
い
条

件
の
中
で
も
日
々
頑
張
っ

て
い
る
ん
だ
と
気
持
ち
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

２
日
目
に
は
各
分
科
分

散
会
の
座
長
か
ら
報
告
が

あ
り
、
全
国
の
仲
間
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

２
日
間
と
い
う
短
い
中

で
し
た
が
、
仕
事
や
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
ど
様
々
な
話

が
で
き
貴
重
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全国青協
定期大会
2／17〜18

一
生
懸
命
楽
し
く
交
流

恒
例
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
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第50回
定期大会
4／28

中国地協
交流集会
7／14〜15

全国青協
交流集会
7／7〜8

山
口
県
を
Ｐ
Ｒ

　
　

  

充
実
し
た
交
流
会
に

山
口
市
で
開
催

全
国
の
仲
間
を
知
り

仲
間
の
大
切
さ
を
知
る

全国青年
技能競技大会
9／21〜23

　
【
下
松
・
西
林
祐
哉
（
鉄

工
・
33
）】
４
月
28
日
、

建
設
山
口
本
部
会
館
に
て
、

15
支
部
30
人
の
参
加
の
も

と
第
50
回
青
年
部
定
期
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
運
動
報
告
及

び
会
計
報
告
の
あ
と
、
平

成
31
年
度
の
運
動
方
針

案
、
要
求
予
算
案
が
提
案

　
【
美
祢
・
町
田
裕
介
（
大

工
・
34
）】７
月
７
～
８
日
、

全
建
総
連
第
26
回
全
国
青

協
交
流
集
会
が
岡
山
県
岡

山
市
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
岡
山
」に
お
い
て
、

43
県
連
・
組
合
か
ら

１
５
６
人
の
参
加
の
も
と

開
催
さ
れ
、
建
設
山
口
か

ら
は
折
口
青
年
部
長
を
は

じ
め
総
勢
３
人
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
森
組
織
部

長
に
よ
る
中
央
情
勢
報
告

の
あ
と
、
特
別
報
告
と
し

て
栃
木
建
労
青
年
部
・
富

山
県
連
青
協
・
建
労
岡
山

青
年
部
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

経
験
報
告
を
受
け
ま
し

さ
れ
、
質
疑
応
答
の

あ
と
、
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
役
員
改

選
で
は
田
中
前
部

長
か
ら
折
口
現
部

長
へ
、
折
口
前
副

部
長
か
ら
生
田
現

副
部
長
へ
、
城
前
前
会
計

か
ら
竹
田
現
会
計
へ
と
変

わ
り
、
新
体
制
に
て
一
致

団
結
し
、
定
期
大
会
は
閉

会
し
ま
し
た
。

　

こ
ら
か
ら
も
、
折
口
部

長
を
筆
頭
に
各
支
部
青
年

部
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新部長の折口さんがあいさつ

　
【
下
関
・

山
名
進
太
郎

（
板
金
・
34
）】

７
月
14
日
～

15
日
中
国
地

協
青
年
部
交

流
集
会
が
山

口
県
山
口
市

「
ホ
テ
ル
か

め
福
」
で
開

催
さ
れ
、
４
県
連
組
合
か

ら
50
人
が
参
加
し
建
設
山

口
か
ら
は
27
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
「
働
き
方
改

革
を
よ
く
知
ろ
う
～
今
こ

そ
若
者
に
選
ば
れ
る
建
設

業
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、
全
国
青
協
総
務
谷

岡
氏
を
講
師
に
迎
え
講
演

新体制で
一致団結を

悔しい結果に
また挑戦したい

働き方改革を学習

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

目安：
初級技能者

評価基準に合わせて
カードを色分け

目安：
中堅技能者

目安：
職長・熟練
技能者

目安：
登録基幹
技能者
建設マス
ター等

詳細は建設業振興基金のホームページ（www.kensetsu-kikin.or.jp/ccus/）をご覧ください。本部で窓口申請も受付中。

建設キャリアアップシステム 登録申請受付中
特徴①
　建設キャリアアップシ
ステムに登録すると技能
者１人ひとりに建設キャリ
アアップカードが交付さ
れる。建設キャリアアップ
システムに登録する事業
者の現場で入場時にカー
ドリーダーでカードを読
み取ると就業履歴が自動
に蓄積される

特徴③
　保有資格や蓄積される就業履歴等により技能者レベルを
評価。客観的に技能者の能力レベルが証明されることで処
遇の改善を期待できる
（現在、技能者の能力評価基準・レベル分けを国交省で検討中）

特徴⑤
　事業者は現場管理を効率
化できる（建退共事務の軽
減、社会保険の加入確認な
ど）

特徴④
　技能者の就業履歴により
建退共手帳への証紙の貼付
け枚数の確認が確実かつ容
易になる

特徴②
　技能者が取得した資格や技能、就業履歴
を簡単に証明できる

技能者の
登録料

事業者の
登録料

インターネット申請の場合⇒2500円
郵送・窓口申請の場合⇒3500円

資本金に応じた額
個人事業者は３０００円
※１人親方は無料

を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
交
流
企
画
と

し
て
「
青
年
部
加
入
推
進

ポ
ス
タ
ー
」
を
６
班
に
分

か
れ
て
作
成
し
ま
し
た
。

私
の
班
で
は
、
ど
う
し
た

ら
若
者
が
建
設
業
、
ま
た

青
年
部
活
動
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
か
な
ど

話
し
合
い
な
が
ら
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

夕
食
懇
親
会
で
は
交
流

企
画
で
作
成
し
た
ポ
ス

タ
ー
の
発
表
や
余
興
で
二

人
羽
織
に
よ
る
早
食
い
競

争
な
ど
大
い
に
交
流
を
深

め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

２
日
目
、
来
年
度
開
催

県
、
建
労
岡
山
の
挨
拶
の

後
、
山
口
市
内
の
瑠
璃
光

　
【
光
・
河
内
信
宏（
大
工
・

34
）】
９
月
21
～
23
日
に

38
県
連
・
組
合
か
ら
80
人

の
参
加
の
も
と
、
石
川
県

金
沢
市
「
石
川
県
産
業
展

示
館
」
に
て
第
35
回
全
国

寺
五
重
塔
・
常
栄
寺
雪
舟

庭
・
菜
香
亭
を
観
光
し
ま

し
た
。

　

山
口
県
内
に
住
ん
で
い

な
が
ら
３
ヶ
所
と
も
行
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で

良
い
観
光
に

な
り
ま
し
た
。

　

全
体
を
通

し
て
勉
強
も

で
き
交
流
も

深
め
ら
れ
市

内
観
光
で
山

口
県
も
Ｐ
Ｒ

で
き
充
実
し

た
交
流
集
会

に
な
っ
た
の

で
は
な
い
の

か
と
思
い
ま

す
。
来
年
度

の
交
流
集
会

も
楽
し
み
で

す
。

各班にわかれての交流企画

た
。

　

続
い
て
交
流
企

画
「
活
動
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
つ
く
ろ
う

～
自
分
た
ち
の

想
い
を
デ
ザ
イ
ン

に
～
」
で
は
14
班
に

わ
か
れ
て
、
班
ご

と
に
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を

考
え
ま
し
た
。

　

夕
食
懇
親
会
の
と
き
に

発
表
と
投
票
を
行
い
、
得

票
の
１
番
多
い
班
に
は
表

彰
も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
日
本
三
名

園
の
１
つ
「
後
楽
園
」
の

見
学
に
行
き
ま
し
た
。

　

兼
六
園
、
偕
楽
園
と
な

ら
び
日
本
三
名
園
と
讃
え

ら
れ
る
岡
山
後
楽
園
で
は

三
百
年
の
伝
統
が
息
づ

き
、
当
時
流
行
し
た
桜
・

楓
に
加
え
て
松
を
植
え
て

色
彩
豊
か
な
林
を
配
し
、

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
楽

し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

て
、
歴
史
が
苦
手
な
自
分

で
も
十
分
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

班
も
１
日
目
と
同
じ
班

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
緊

張
せ
ず
に
和
気
あ
い
あ
い

と
散
策
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

２
日
間
を
通
じ
て
、
他

県
連
・
組
合
の
方
々
と
話

を
し
て
い
く
な
か
で
、
全

国
に
は
こ
ん
な
に
青
年
部

の
仲
間
が
い
る
こ
と
を
知

り
、
仲
間
の
大
切
さ
を
知

り
ま
し
た
。

　

こ
ら
か
ら
も
組
合
員
同

士
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

スローガンとゆるキャラを作成

青
年
技
能
競
技
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
昨
年
の
63

人
を
大
き
く
上
回
る
過
去

２
番
目
の
参
加
者
の
多
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
開

会
式
、
道
具

チ
ェ
ッ
ク
、

課
題
説
明
な

ど
が
あ
り
、

そ
の
後
は
懇

親
会
で
他
県

連
の
仲
間
と

交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

２
日
目
は

競
技
本
番
が

行
わ
れ
、
緊
張
し
た
空
気

の
中
、
６
時
間
の
作
業
に

汗
を
流
し
、
建
設
山
口
は

２
人
と
も
時
間
内
に
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
表
彰
式
と
閉

会
式
が
行
わ
れ
、
今
年
も

金
賞
は
東
京
都
連
が
受
賞

し
、
こ
れ
で
３
連
覇
と
な

り
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
は
今
年
も
上

位
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
悔
し
い
結
果
で
大
会

を
終
え
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
も
自
分
の
実
力
不
足

を
身
を
も
っ
て
感
じ
た
の

で
、
ま
た
挑
戦
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

全力をつくした選手（河内さん）
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次
世
代
対
策
・
技
術
の
継
承

本
気
で
取
り
組
む

二井観光ブドウ園
山陽小野田市

ファミリー
交流集会
11／3

全国青協
幹部会議
11／17〜18

た
く
さ
ん
の
仲
間
待
っ
て
ま
す

一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い

詳細については
各支部へご連絡を

　

令
和
２
年
度
の
青
年
部

の
主
な
行
事
は
下
記
の
表

の
と
お
り
で
す
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
日
々
、
変
化
し
て
い

ま
す
が
、
組
合
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
で
新
し
い
情

報
も
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
何
よ
り
多
く
の

仲
間
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

こ
の
仲
間
は
組
合
活
動
だ

け
で
な
く
、仕
事
を
含
め
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
面
で
も

大
切
な
仲
間
に
な
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
仲
間
」
は
大
き
な
財

産
で
す
。
興
味
を
持
た
れ

た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

お
入
り
の
支
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
た

く
さ
ん
の
仲
間
が
ま
っ
て

い
ま
す
。

令和２年度の主な行事予定

県　内　関　係 県　外　関　係

４月 定期大会

５月 第１回幹事会

６月

７月 現寸図事前講習会、夏季研修会 全国青協交流集会、中国地協青年部交流集会

８月 第１回部会、技能競技大会

９月 第２回幹事会 全国青年技能競技大会

10月 ファミリー交流集会

11月 全国青協幹部会議

12月 中国地協青年部幹部会議

１月 次世代対策交流会、県内交流集会

２月 全国青協定期大会

３月 第２回部会、第３回幹事会

◆詳細はお入りの支部までお問い合わせを◆

阿東・岡崎りんご園

　
【
小
野
田
・
村
田
克

哉
（
造
園
・
35
）】
地

元
の
人
な
ら
知
ら
な
い

人
は
い
な
い
「
二
井
観

光
ブ
ド
ウ
園
」。
こ
れ

ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
ブ

ド
ウ
を
口
に
し
て
き
た

人
で
も
「
二
井
さ
ん
の

と
こ
ろ
の
ブ
ド
ウ
が
一
番

お
い
し
い
」
と
い
う
声
が

上
が
る
ほ
ど
長
年
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

創
業
48
年
を
迎
え
た
こ

ち
ら
の
園
で
は
、
現
在
３

代
目
の
二
井
社
長
の
も
と
、

２
ha
の
敷
地
で
15
品
種
の

ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
開
園
期
間
は
毎
年
７

月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
の

約
２
ヶ
月
間
。

　

直
売
所
で
の
購
入
は
も

ち
ろ
ん
、
ブ
ド
ウ
狩
り
の

も
ぎ
取
り
買
い
上
げ
式
で

の
購
入
も
行
わ
れ
て
い
る

ほ
か
、
直
売
所
で
は
ブ
ド

ウ
を
丸
ご
と
混
ぜ
た
「
ブ

ド
ウ
ソ
フ
ト
」
な
ど
も
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
家
族
で
来
園
さ
れ
て
、

ブ
ド
ウ
狩
り
を
楽
し
ま
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
営
業
時
間

は
９
時
～
18

時
。
入
園
は

無
料
で
営
業

期
間
は
ブ
ド

ウ
が
な
く
な

り
次
第
終
了

で
す
。

　
今
現
在
は

閉
園
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、

来
年
以
降
開

園
の
際
は
是

非
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、

ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

　
【
豊
浦
・

竹
田
義
男

（
電
工
・
42
）】

11
月
17
日
～

18
日
に
静
岡

県
熱
海
市
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー

ア
カ
オ
に
お

い
て
、
第
23

回
全
国
青
協

幹
部
会
議
が

開
催
さ
れ
、

建
設
山
口
か

ら
も
３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

中
央
情
勢
報
告
の
あ
と

全
体
学
習
と
し
て
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
に
つ
い

て
の
勉
強
会
が
行
わ
れ
、

浸
透
状
況
や
な
ぜ
必
要
な

の
か
を
、
よ
り
詳
し
く
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
３
分
科
会

「Professional

～
対
価
に

見
合
う
仕
事
を
す
る
職
人

に
～
」「
社
会
保
障
を
知
ろ

う
～
働
き
方
改
革
を
知
っ

て
い
ま
す
か
～
」「
絆
～
組

織
強
化
の
た
め
に
～
」
に

わ
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
全
国
の
仲
間

た
ち
と
有
意
義
な
意
見
交

換
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
次
世
代
対
策
・
技

術
の
継
承
と
技
術
者
の
不

足
。
そ
う
い
っ
た
問
題
に

本
気
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
危
機

感
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
【
阿
東
・
折
口
大
介
（
内

装
・
42
）】
今
年
の
青
年

部
フ
ァ
ミ
リ
ー
交
流
集
会

は
阿
東
支
部
引
き
受
け
の

も
と
、
11
月
３
日
に
岡
崎

り
ん
ご
園
で
開
催
。
大
人

43
人
、
子
供
32
人
の
計
75

人
も
の
人
が
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
長
、
山
田
組
織

部
長
、
阿
東
支
部
岡
支
部

長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
昼

食
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ま
で

の
間
に
は
り
ん
ご
狩
り
を

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
で
楽
し

み
ま
し
た
。

　

岡
崎
り
ん
ご
園
は
園
内

か
ら
Ｓ
Ｌ
の
走
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
見
え
る
場
所
が

あ
り
、
昼
食
の
最
中
に
み

ん
な
で
Ｓ
Ｌ
を
見
学
。
子

供
た
ち
は
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　

食
後
に
は
子
供
た
ち
に

お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
、

奥
さ
ん
に
は
、
日
用
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

阿
東
で
の
交
流
集
会
は

今
回
で
４
回
目
と
な
り
ま

地元で長年親しまれているブドウ園

どのりんごにしようかな

昼食はみんなでわいわいバーベキュー

ジャンケン大会で子どもたちは大盛りあがり

し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
人

の
協
力
の
お
か
げ
で
楽
し

く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

家族みんなでりんご狩り

全体会議ではCCUSについて学習
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お問い合わせは本部・支部まで
旧

かっぱ寿司

◆募集対象

◆訓練期間
◆教　　室
◆訓練日程
◆訓練時間
◆訓練課程
◆訓練科目

◆訓練講師
◆教 科 書
◆特　　典

◆ 訓 練 科

　建築（大工）を職業として働いている方で、技能修得に意欲のある方。将来、技能士、
２級・木造建築士の資格を希望する方。男女は問いません。原則として、雇用保険被保険
者または、本人が「一人親方等の特別加入」の労災保険加入者。その他の方は、御相談く
ださい。
　２ヵ年
　山口本校（建設山口本部会館内）
　月４～５回（令和２年度入校生は、毎週水曜日）
　８：30～17：00
　普通訓練課程
　建築概論、建築生産概論、建築計画、建築構造、建築設備、工作法、規矩術、施工法、
安全衛生、測量、機械電気、法規、仕様積算、建築製図、材料、基本実技
　職業訓練指導員及び１級建築士
　厚生労働省認定のもの
⑴２ヵ年の訓練を修了し、技能照査に合格した者は２級技能検定（建築大工）の学科試験
　が免除。
⑵２級及び木造建築士受験の実務経験短縮（高卒の場合）
⑶授業料、教科書、教材無料
⑷交通費の一部と昼食支給（組合員が対象）
　木造建築科

◆入校を希望されます方は、「山口建設高等職業訓練校入校申込書」
に必要事項を記入の上、毎年３月中旬までに所属支部を通じて
提出してください。概ね、毎年４月下旬より訓練開始になりま
す。
◆当訓練は厚生労働省の定めた一定の基準に沿って合理的かつ効
果的に訓練を行なっており、昭和50年４月１日に山口県知事よ
り認定を受けています。

楽しく技能習得
令和２年度 訓練生募集

技
能
競
技
大
会
に

　 
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

全建総連第35回全国青年技能競技大会  課題詳細図

　

毎
年
、建
設
山
口
で
は
、

技
能
競
技
大
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

技
能
競
技
大
会
に

　 
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
競
技
大
会
は
、
全

建
総
連
が
主
催
す
る
全
国

青
年
技
能
競
技
大
会
の
予

選
を
兼
ね
て
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
競
技

課
題
は
規
矩
術
を
駆
使
し

て
作
製
す
る
「
四
方
転
び

踏
み
台
（
課
題
詳
細
図
参

照
）」
で
す
。
現
寸
図
の
作

成
か
ら
は
じ
ま
り
、
木
削

り
・
墨
付
け
・
加
工
・
組

み
立
て
の
工
程
で
、
競
技

時
間
は
６
時
間
で
す
。

　

技
能
の
継
承
と
後
継
者

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
お
り
、
建
設

山
口
は
第
１
回
か
ら
連
続

し
て
全
国
大
会
に
出
場
し
、

過
去
に
何
度
も
入
賞
す
る

な
ど
、
輝
か
し
い
実
績
も

残
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
第
１
回
大
会
か

ら
昨
年
の
第
35
回
大
会
ま

で
連
続
出
場
し
て
い
る
組

合
は
、
全
建
総
連
傘
下
53

県
連
・
組
合
の
う
ち
、
建

設
埼
玉
、
東
京
都
連
、
島

根
建
連
、
建
設
山
口
の
４

県
連
・
組
合
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　

近
年
の
建
築
現
場
で

は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
が
主
流

と
な
る
な
ど
、
現
場
で
刻

み
や
墨
付
け
を
す
る
機
会

が
激
減
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
日
本
の
伝
統
工
法

は
私
た
ち
青
年
層
が
守
り

受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意

味
か
ら
も
、
こ
の
競
技
大

会
は
大
変
重
要
な
も
の
と

言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
出
場

者
が
減
り
、
寂
し
い
大
会

が
続
い
て
い
ま
す
。
大
工

の
原
点
と
も
言
え
る
、
こ

の
競
技
課
題
。
規
矩
術
の

極
意
は
水
平
と
垂
直
・
勾

配
で
す
。
出
場
す
れ
ば
、

必
ず
得
る
も
の
が
あ
り
、

今
後
の
仕
事
に
必
ず
役
立

つ
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

全
国
大
会
に
出
場
で
き
る

の
は
、
満
36
歳
以
下
の
方

に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
建
設
山
口
技
能
競
技

大
会
に
は
、
年
齢
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
こ
そ
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
活
気

あ
ふ
れ
る
大
会
に
な
る
よ

う
、
大
工
魂
の
結
集
を
！

詳
細
は
、
お
入
り
の
各
支

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

大工の原点。必ず得るものが。（全建総連第 35回青年技能競技大会）


